
発行　南丹市農業委員会　　編集　南丹市農業委員会広報委員会
〒622-8651　京都府南丹市園部町小桜町47

■E-mail  co-nougyo@city.nantan.lg.jp
■URL  http://www.city.nantan.kyoto.jp/www/gove/145/index.html

No.53

■電話  0771-68-0067
■FAX  0771-63-0654

年令和 2 月号6農 業 委 員 会 だ よ り

農業委員会のうごき………………………… 2〜3
地域農業を支える………………………………… 4
まちかど通信……………………………………… 5
認定農業者、認定新規就農者…………………… 6
相続登記の申請の義務化………………………… 7
なんたんあっちこっち 他………………………… 8



農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき
令
和
５
年
11
月
16
日
、
17
日
の

２
日
間
、
南
丹
市
農
業
委
員
会
委

員
管
外
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。１

日
目
は
広
島
県
尾
道
市
農
業

委
員
会
で
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
に
よ
る
農
地
判
定
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。尾

道
市
農
業
委
員
会
で
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
衛
星
画
像
を
基
に

Ａ
Ｉ
が
診
断
を
行
い
、
耕
作
放
棄

地
と
予
想
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て

委
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
危
険
な
箇
所
の
現
地

調
査
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

調
査
に
も
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
と
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
現
地
調
査
に
要
す
る
時

間
の
大
幅
な
短
縮
を
行
い
、
「
農

地
の
集
積
・
集
約
化
」
、
「
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
」
、

「
新
規
参
入
の
促
進
活
動
」
に
取

り
組
む
時
間
が
増
え
た
と
伺
い
ま

し
た
。

ほ
か
に
も
草
刈
り
作
業
の
実
施

が
可
能
な
個
人
ま
た
は
事
業
者
を

登
録
し
、
要
望
の
あ
る
農
家
に
紹

介
を
行
う
草
刈
り
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
日
目
は
東
広
島
市
志
和
町
の

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
志
和
で

「
農
事
組
合
法
人
の
合
併
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
志
和

は
、
平
成
９
年
に
対
等
合
併
に
よ

り
設
立
さ
れ
理
事
10
名
、
監
事
２

名
、
組
合
員
１
４
１
名
、
集
積
面

積
64
．
３
ha
の
法
人
で
す
。

新
設
合
併
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
法
人

と
し
て
、
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
た
利
用
権
設
定
を
行
い
、
地
域

集
積
協
力
金
の
対
象
と
な
っ
た
こ

と
や
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
人
材

の
集
約
と
役
員
数
の
削
減
に
よ
る

経
費
削
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

今
回
、
衛
星
画
像
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
市
で
も
今
回
の
研
修
を
参

考
に
、
耕
作
放
棄
地
を
衛
星
画
像

に
よ
り
割
り
出
し
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
こ
と
で
、
現
地
確
認
の

時
間
短
縮
に
繋
げ
た
い
で
す
。

ま
た
、
農
事
組
合
法
人
の
合
併

手
法
や
メ
リ
ッ
ト
が
よ
く
わ
か
り

有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

（
取
材
：
川
勝
芳
明
委
員
）

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す
る
意
見
書

令和５年度　管外視察研修「広島県を視察」

豊かな老後生活のために!!豊かな老後生活のために!!
加入しませんか？加入しませんか？ 農業者年金農業者年金

国民年金に上乗せする公的な年金制度です

の う ね ん

１．農業者なら広く加入できる　　２．積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
３．保険料の国庫補助　　　　　　４．保険料は2万円〜6万7千円まで千円単位で選択可能
５．税制面で大きな優遇　　　　　６．80歳までの保証がついた終身年金
　　詳しくは農業委員会事務局まで（連絡先：0771-68-0067）

農
業
委
員
会
の
取
組
み

農
事
組
合
法
人
の
合
併
の
取
組
み

い
ま
す
。
地
面
か
ら
芋
の
顔
が

出
る
と
丁
寧
に
手
で
掘
っ
て
い

き
ま
す
。
大
き
な
芋
を
掘
る
に

は
時
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
は
夢
中
に
掘
っ
て
い

ま
す
。
や
っ
と
採
れ
た
芋
を
見

て
、
大
き
さ
や
形
の
違
い
に
歓

声
が
あ
が
り
ま
す
。

今
年
は
夏
場
の
水
不
足
を
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
㎏
を

超
え
る
芋
が
ご
ろ
ご
ろ
で
て
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し

た
。
来
年
も
新
２
年
生
を
迎
え

継
続
的
な
活
動
を
行
う
予
定
で

す
。（

取
材
：
倉
内　

裕
委
員
）

平
成
29
年
春
か
ら
遊
休
農
地

の
有
効
利
用
と
し
ま
し
て
美
山

町
担
当
委
員
と
美
山
小
学
校
の

２
年
生
と
連
携
し
て
「
さ
つ
ま

芋
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
今

年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

10
月
16
日
秋
晴
れ
の
も
と
子

ど
も
た
ち
が
植
え
た
芋
苗
が
成

長
し
、
収
穫
の
時
を
む
か
え
ま

し
た
。
委
員
は
早
朝
か
ら
草
刈

り
や
マ
ル
チ
を
は
が
し
て
い
る

と
、
に
ぎ
や
か
な
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
委
員
か
ら

芋
掘
り
の
説
明
を
聞
く
と
、
わ

れ
先
に
芋
づ
る
の
場
所
に
向
か

令
和
５
年
10
月
13
日
に

「
農
地
等
利
用
最
適
化
推

進
施
策
の
改
善
に
関
す
る

意
見
書
」
を
西
村
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
た
に
女

性
農
業
者
を
担
い
手
と
し

て
確
保
す
る
た
め
の
子
育

て
支
援
対
策
や
、
新
規
就

農
者
を
獲
得
す
る
た
め
の

自
立
支
援
対
策
な
ど
の
対

応
を
求
め
ま
し
た
。

▶︎
左
か
ら
、
西
村
市
長
、

上
田
会
長
、
野
中
職
務
代
理

１．生産資材等高騰対策について
生産資材の高騰が影響し農地が荒廃することに繋がらないよう、資材高騰対策においては、
国、府の施策と併せ、経営規模に関わらない、きめ細かな市独自対策を講じること

２．米価下落対策について
農業者への所得支援対策及び米価下落補填対策などを国、府に対して強く要請するととも
に、市独自の支援策を図ること

３．有害鳥獣対策について
各種補助事業の助成拡大や集積農地への防除柵の設置要件緩和を図るとともに、農家が被害
減少を実感できるレベルまで個体数を激減させ、小動物などについても個体数を激減させる
対策を推進すること

４．女性農業者支援対策について
産休・育休などの支援制度や出産前後の機械作業支援制度の創設し、待機児童を出さないよ
う保育士の充足と環境整備を図ること

５．新規就農者支援対策について
新規就農者の自立支援として低家賃、低支出の環境下で経営支援開始資金を手元に残す住居
確保支援策を創設するとともに、市独自の流通経路の開拓と確立を図ること

意
見
書
の
概
要

委
員
と
子
ど
も
、
笑
顔
の
共
同
作
業

視
察
を
終
え
て

■意見書の全文ならびに回答はＨＰで公開しています。
URL: http://www.city.nantan.kyoto.jp/www/gove/145/003/000/index_45354.html
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新規就農者の自立支援として低家賃、低支出の環境下で経営支援開始資金を手元に残す住居
確保支援策を創設するとともに、市独自の流通経路の開拓と確立を図ること

意
見
書
の
概
要

委
員
と
子
ど
も
、
笑
顔
の
共
同
作
業

視
察
を
終
え
て

■意見書の全文ならびに回答はＨＰで公開しています。
URL: http://www.city.nantan.kyoto.jp/www/gove/145/003/000/index_45354.html
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あ
り
、
各
府
県
を
代
表
す
る
お
米

の
品
種
、
お
米
の
栽
培
に
か
か
る

八
十
八
の
手
間
に
つ
い
て
知
り
、

児
童
は
米
作
り
の
難
し
さ
を
再
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
お
に
ぎ
り
タ
イ
ム
で

は
、
炊
き
立
て
の
ご
飯
を
各
自
で

に
ぎ
っ
て
、
お
に
ぎ
り
を
味
わ
い

ま
し
た
。
児
童
た
ち
か
ら
は
「
自

分
た
ち
で
育
て
た
お
米
は
美
味
し

い
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
学
習
は
、
す
で
に
10
年
近

く
続
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
続

け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
取
材
：
前
田
利
治
委
員
）

胡
麻
郷
小
学
校
４
年
生
22
人
に

よ
る
お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
が
令

和
５
年
11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

児
童
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
一
環
と
し
て
、
塩
貝
正
和
さ
ん

の
田
ん
ぼ
を
借
り
る
と
と
も
に
指

導
の
も
と
、
５
月
20
日
に
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
の
田
植
え
を
行
い
、
生
育
観

察
を
続
け
な
が
ら
９
月
26
日
に
稲

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

10
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
の
一
部
を

手
植
え
・
手
刈
り
・
稲
木
干
し
を

行
い
、
お
よ
そ
１
２
０
㎏
の
お
米

を
収
穫
し
ま
し
た
。

お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

塩
貝
さ
ん
ら
に
よ
る
お
米
の
話
が

（日吉町胡麻）

ぬ
く
も
り
感
じ
る

　交
流
の
場

作
る
楽
し
さ

　食
べ
る
喜
び

まちかど通信まちかど通信まちかど通信
地元で活躍されている方や農業に関する取り組み、

また、日々の生活に密着したまち情報をお伝えします！

（美山町江和）観光農園　江和ランド観光農園　江和ランド

美
山
を
流
れ
る
由
良
川
沿
い

に
、
ふ
と
目
を
引
く
ロ
グ
ハ
ウ
ス

が
三
棟
。
代
表
者
の
大
野
千
翔
世

さ
ん
が
切
り
盛
り
す
る
江
和
ラ
ン

ド
の
貸
し
コ
テ
ー
ジ
で
す
。
こ
こ

で
は
宿
泊
だ
け
で
な
く
農
業
体
験

が
で
き
、
約
20
名
ま
で
受
け
入
れ

が
可
能
で
す
。

宿
で
提
供
さ
れ
る
野
菜
は
多
品

目
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
は
敷
地
内

の
畑
で
育
っ
た
も
の
で
す
。
農
薬

不
使
用
で
、
肥
料
は
有
機
質
の
も

の
を
施
す
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
農
薬
を
使
わ
ず

に
作
物
を
育
て
る
に
は
大
変
な
苦

労
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
大
野
さ

ん
は｢

求
め
て
い
る
野
菜
の
味
に

近
づ
け
た
い
」
と
、
笑
顔
で
作
業

を
続
け
ま
す
。

取
材
し
た
日
は
地
元
中
学
校
の

職
場
体
験
で
農
業
を
希
望
し
た
登

尾
識
君
が
、
玉
ね
ぎ
苗
の
定
植
や

野
菜
の
収
穫
を
し
て
い
ま
し
た
。

冬
場
に
は
味
噌
の
仕
込
み
な
ど

の
加
工
品
作
り
や
薪
割
り
、
も
ち

つ
き
等
が
お
こ
な
わ
れ
、
１
年
を

通
し
て
盛
況
な
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。（

取
材
：
三
﨑
正
子
委
員
）

●住　所：美山町江和黒田4番地１
●ＴＥＬ：0771-77-0330
●電話受付：9時～17時
●Ｅ-mail：ewaland@kcn.jp
●ＵＲＬ：https://sites.google.com/view/ewaland/

胡麻郷小学校胡麻郷小学校

▲薪割り体験

職場体験▶

ち

と

せ

の
ぼ
り

お
し
き

摩
気
の
持
続
す
る
農
業
を
考
え
る
集
い

あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

NPO法人摩気高山の郷振興会
（園部町摩気地区）

旧
摩
気
小
学
校
閉
校
後
の
地

域
の
振
興
と
交
流
促
進
を
進
め

て
い
る
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
摩
気
高
山
の
郷
振
興
会
は
、

令
和
３
年
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
農
は
摩
気
の
宝
」
と
し
て
、

「
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
や

「
伝
統
的
な
食
の
継
承
」
「
田

舎
の
魅
力
発
信
」
な
ど
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

農
業
は
摩
気
地
域
の
基
幹
産

業
で
す
が
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
な
ど
で
、
農
地
保
全
が
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
集
落
営
農
組
織
で
の
取
組

み
や
新
し
い
担
い
手
の
誕
生
な

ど
、
地
域
農
業
を
活
性
化
さ
せ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
担
い
手
農
家

や
集
落
営
農
組
織
、
農
家
組
合

長
な
ど
地
域
農
業
を
支
え
る
約

30
人
で
、
令
和
５
年
１
月
に

「
摩
気
の
持
続
す
る
農
業
を
考

え
る
集
い
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。京

都
府
立
大
学
の
中
村
貴
子

准
教
授
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

（
進
行
役
）
と
し
て
、
参
加
メ

ン
バ
ー
は
、
大
規
模
農
業
、
有

機
農
業
、
営
農
・
農
地
保
全
の

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
今

ま
で
に
８
回
の
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
。

昨
年
８
月
の
「
摩
気
夏
祭

り
」
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
展

示
や
試
作
品
を
発
表
し
ま
し

た
。
大
規
模
農
業
グ
ル
ー
プ
は

摩
気
農
産
物
地
図
の
作
成
や
大

型
農
業
機
械
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
子
ど
も
た
ち
に
農
の

魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
有

機
農
業
グ
ル
ー
プ
は
、
地
元
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
で
「
お
は

ぎ
」
の
試
食
会
を
実
施
。
砂
糖
は

使
わ
ず
米
麹
と
蜂
蜜
で
甘
み
を
出

し
た
一
品
で
し
た
。
さ
ら
に
、
主

な
農
産
物
「
米
」
を
、
食
の
神
を

祭
る
摩
氣
神
社
と
関
連
づ
け
「
摩

氣
米
＝
ま
け
ま
い
→
勝
負
に
強
い

飯
」
と
し
て
販
売
に
む
け
て
食
味

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

今
後
も
意
見
交
換
を
重
ね
、
地

域
の
活
性
化
と
持
続
す
る
摩
気
農

業
の
た
め
、
何
ら
か
の
具
体
策
を

検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

（
取
材
：
辻
田
榮
治
委
員
）

摩気農産物地図

おはぎ

摩氣米
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の
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と
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に
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も
と
、
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月
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日
に
キ
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カ
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の
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植
え
を
行
い
、
生
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ら
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に
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行
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ま
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た
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え
・
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を

行
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世
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で
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、
約
20
名
ま
で
受
け
入
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が
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能
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で
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れ
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目
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、
そ
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敷
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内
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の
で
す
。
農
薬

不
使
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で
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で
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が
、
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の
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の
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、
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農業経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業者の視点で、さまざまな情報をお届けします。
発行日／金曜日発行（月4回）　発行所／全国農業会議所
購読料／月額700円（税込）

購読の申込は農業委員会事務局まで　電話 0771-68-0067

全国農業新聞を購読しませんか。

相続登記の申請の義務化の主な留意点

【認定農業者制度】
「認定農業者制度」とは、意欲ある農業者が自らの経営を改善するために作成する「農業経
営改善計画」を、市長が市の基本構想（南丹市農業経営基盤強化の促進に関する基本構想）に
照らし、適切なものを認定し、これらの認定を受けた認定農業者に対して、計画が着実に達成
されるよう支援するものです。

農業経営改善計画の作成（５年後の目標と達成のための取組内容を記載）

●認定要件
・就農地の市町村の描く基本構想にあっているか
・農地を効率的かつ総合的に有効活用しているか
・計画達成の見込みが確実なものか

●主な支援
・経営所得安定対策・農業経営基盤強化資金
・強い農業・担い手づくり総合支援交付金
・農業経営基盤強化準備金制度
・農業者年金の保険料の国庫補助（青色申告者に限る）認定農業者

就農地の
市町村が認定

就農地の
市町村へ申請

就農地の
市町村が認定

就農地の
市町村へ申請

●申請できる要件
・青年の場合は、原則18歳以上45歳未満
・効率的かつ安定的な農業ができる知識・技能を身に着け
　ている場合は65歳未満
・法人の場合は、上記どちらかの者が役員の過半数を占めている

●主な支援
・青年等就農資金（無利子融資）・経営発展支援事業・経営開始資金
・担い手確保経営強化支援事業・農地利用効率化等支援交付金
・経営所得安定対策（ゲタ・ナラシ対策）
・認定新規就農者への農地集積の促進
・農業者年金の保険料の国庫補助（青色申告者に限る）認定新規就農者

※詳しくは農業推進課までお問い合わせください。 TEL：0771－68－0060

地域の担い手
認定農業者と認定新規就農者

【認定新規就農者制度】
「認定新規就農者制度」とは、新たに農業を始める方が作成する「青年等就農計画」を市長が市の基本構想

に照らし、適切なものを認定し、認定新規就農者に対して計画が着実に達成されるよう支援するものです。

※京都府下の他市町村でも農業を営んでいる場合は京都府が、複数の都道府県にまたがる場合は国が認定を行う

※複数の市町村にまたがり農業を営む場合は、拠点となる就農地へ申請を行う

青年等就農計画を作成

令和3年4月に成立した「所有者不明土地問題の解決に向けた法律」により、令和6年4月1日から
相続登記の申請が義務化されます。
また、令和6年4月1日以前に発生した相続についても、施行日から3年以内の登記申請が義務付け
られています。農地に限らず相続登記が必要な財産については、早めに法務局で相続登記を行いま
しょう。相続登記の一連の手続きは司法書士などの専門家に依頼することもできます。

１．義務化の対象者
　➡相続や遺贈により不動産を取得した相続人
　　※施行日より前に不動産を相続し、現時点で名義変更を行っていない人も対象です。
２．申請義務の履行期間
　➡相続の開始があったことを知り、かつ、所有権を取得したことを知った日から3年以内
　　※義務化の施行日前に発生した相続は施行後３年以内。
３．正当な理由なく登記の申請を怠った場合
　➡10万円以下の過料に科せられる場合があります。
４．相続人申告登記の創設
　➡相続登記の申請義務を簡易に履行することができるようにするため、「相続人申告登記」と
　　いう新たな制度が創設されます。（令和6年4月1日施行）
　　※詳しくは法務局にご確認ください。

ご存じご存じ
ですか?ですか?

相続登記相続登記のの申請申請がが
義務化義務化されます！されます！
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弥
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勝
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樹
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徳
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晶
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治
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倉
内
　
　
裕

藤
原
　
忠
司

三
﨑
　
正
子

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
焼
き
芋

な
ど
地
域
の
農
産
物
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

年
々
来
場
者
が
多
く
な
っ

て
い
く
な
か
で
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
懸
念
か
ら
、

過
度
な
観
光
流
入
を
防
ぐ
た

め
駐
車
場
を
予
約
制
と
す
る

な
ど
様
々
な
対
策
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
交
流
の
場

で
楽
し
く
過
ご
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
取
材
：
梅
津
義
明
委
員
）

冬
の
訪
れ
と
共
に
知
井
の

里
が
雪
化
粧
す
る
こ
ろ
、
今

年
も
冬
の
行
事
「
美
山
か
や

ぶ
き
の
里
雪
灯
廊
」
が
１
月

27
日
か
ら
２
月
３
日
ま
で
毎

日
17
時
か
ら
20
時
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

27
日
は
17
時
か
ら
、
か
や

ぶ
き
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
バ
ケ
ツ
で

雪
を
固
め
た
雪
灯
籠
や
行
灯

が
集
落
内
の
道
沿
い
を
照
ら

し
だ
し
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

屋
台
で
は
鹿
肉
を
使
用
し

秋
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
田
畑
を
、
朝
露

が
す
っ
ぽ
り
と
覆
っ
た
丹
波
盆
地
。
雑
用

か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
カ
メ
ラ
一
つ
持
っ
て

電
車
に
乗
っ
た
。

田
舎
に
育
っ
た
私
は
電
車
が
大
好
き
で

「
嵐
電
」
嵐
山
駅
か
ら
四
条
大
宮
駅
ま
で

よ
く
乗
っ
た
も
の
だ
。
ゴ
ト
ゴ
ト
車
輪
の

音
と
、
電
車
が
小
刻
み
に
揺
れ
て
走
る
乗

り
心
地
は
電
車
フ
ァ
ン
に
は
快
感
だ
。

民
家
と
民
家
の
間
を
縫
う
よ
う
に
走

る
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
角
か
ら
突
然
現
れ

る
対
向
電
車
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
民

家
の
軒
先
に
あ
る
珍
し
い
所
も
あ
り
、
下

町
情
緒
溢
れ
る
街
並
み
を
残
し
て
い
る
。

運
転
席
の
後
方
か
ら
眺
め
る
景
色
も
ま

た
、
楽
し
い
。
い
く
つ
も
の
無
人
駅
。
な

ん
と
読
む
の
か
頭
を
ひ
ね
る
駅
名
。
建
立

の
際
、
野
鹿
の
群
れ
が
現
れ
た
と
い
う

「
鹿
王
院
」
、
多
く
の
芸
能
人
が
訪
れ
る

と
い
う
「
車
折
神
社
」
な
ど
、
下
車
し
た

く
な
る
駅
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

〜
乗
る
た
び
発
見

　
　
　
　

  

魅
力
の
数
々
〜

聖カタリナ学園・聖家族幼稚園では、年長園児たちへの食育教育として稲作を実地体験しています。それは、もち米を4
月種まき、5月田植え、10月稲刈り、12月餅つきと稲作文化全般について季節を通じて学べるようになっています。その
手伝いをするようになって十数年、毎年園児たちの興味津々のキラキラ眼差しに感動するばかりです。日本人にとって大切
な稲作文化を大切にしていきたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材：波部　尚徳 委員）

美
山
か
や
ぶ
き
の
里
　雪
灯
廊

ゆ
き
と
う
ろ
う

　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらで、地域ならではの魅力的な取り組み
がされています。
　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

旅人：谷口定己 委員

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜の
食べられるお店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067

く
る
ま
ざ
き
じ
ん
じ
ゃ

ろ
く
お
う
い
ん

ゆ
き
と
う
ろ
う

あ
ん
ど
ん
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